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仁
井
田
川
上
流
の
集
落

　野
集
落
は
窪
川
の
中
心
部
か
ら
高
知
方

面
に
向
か
っ
て
直
線
距
離
に
し
て
約
8
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
国
道
56
号
線
沿
い
の
山
際
に
展
開

す
る
。
集
落
に
沿
っ
て
、
仁
井
田
川
が
ほ
ぼ
平

行
に
流
れ
、
高
知
方
面
か
ら
の
東
の
玄
関
口
の

一つ
で
も
あ
る
。
世
帯
数
155
、
人
口
294
人
で
集

落
に
は
小
学
校
、
保
育
所
、
老
人
ホ
ー
ム「
窪

川
荘
」、
簡
易
郵
便
局
な
ど
が
あ
る
。

窪
川
最
初
の
鉄
道
の
駅
・・・
影
野
駅

　川
方
面
か
ら
集
落
に
入
っ

て
す
ぐ
右
に
折
れ
た
所
に
あ

る
昭
和
22
年
に
開
業
し
た

「
影
野
駅
」に
いっ
て
み
た
。
開

業
当
初
は
、
土
讃
線
終
着
駅

と
い
う
こ
と
も
あ
って
活
気
を

呈
し
て
い
た
と
い
う
駅
も
い
ま
は
無
人
駅
で
人

影
は
な
か
っ
た
。こ
こ
か
ら
は
平
成
20
年
代
半

ば
に
供
用
予
定
の
高
知
自
動
車
道「
影
野
イ
ン

タ
ー
チ
ェン
ジ
」の
工
事
現
場
が
臨
ま
れ
る
。
盛

ん
に
行
き
か
う
工
事
用
車
両
に
鉄
道
か
ら
車

社
会
への
変
貌
が
感
じ
ら
れ
た
。

純
愛
物
語
を
伝
え
る

「
お
雪
椿
」

　ら
に
影
野
駅
か
ら
国
道

56
号
線
を
100ｍ
ほ
ど
北
へ
い

く
と
、
樹
齢
推
定
300
年
と
言
わ
れ
る

「
お
雪
椿
」が
あ
る
。
約
340
年
前
の
修

行
僧
の
順
安
と
地
頭
職
の一
人
娘
お

雪
と
の
純
愛
物
語
を
伝
え
る
銘
木

だ
そ
う
で
昭
和
41
年
に
町
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
す
ぐ
そ

ば
に
は
活
禅
寺
窪
川
別
院
や
仁
井

田
米
を
讃
え
る
顕
彰
碑
、
休
憩
所
が
あ
る
。

県
下
で
初
め
て
の一
集
落
一
農
場

　雪
椿
」か
ら
農
道
を
仁
井
田
川
に
向
って
い

く
と
、
営
農
組
合「
ビ
レ
ッ
ジ
影
野
」が
あ
る
。

組
合
長
の
浜
田
正
三
さ
ん

に
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き

た
。
高
齢
化
な
ど
で
、
農

地
の
管
理
が
難
し
く
な
っ

て
い
た
影
野
地
区
で
若
手

農
業
者
が
中
心
と
な
り
、

平
成
13
年
に
県
下
初
の一
集
落
一
農
場
方
式
で

設
立
。
影
野
文
化
ふ
れ
あ
い
祭
り
や
地
域
の

運
動
会
で
あ
る「
楽
民
ピ
ッ
ク
」な
ど
に
も
積

極
的
に
参
加
。
地
域
の
活
性
化
に
も
貢
献
し

て
い
る
そ
う
だ
。

地
域
の
力
で「
延
命
地
蔵
堂
」再
建

　井
田
川
の
対
岸
に
は
、
最
近
、
地
域
の
協

力
で
建
て
替
え
ら
れ
た
延
命
地
蔵
堂
が
あ
る
。

由
来
に
は
平
安
初
期
以
前
の
創
建
で
、
子
授

け
の
地
蔵
と
し
て
由
緒
あ
る
地
蔵
堂
で
あ
る

と
書
か
れ
て
い
た
。

　
地
域
の
人
に
聞
く
と
、

秋
ま
で
に
は
梵
鐘
も
新
し

い
も
の
に
す
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

影窪

さ

仁 「お

■おわびと訂正　7月号3ページ、広井小学校新校舎の落成年は平成16年ではなく「平成8年」でした。お詫びして訂正いたします。
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